
（様式－１ 表紙） 

  １ 調査名称：岡山市総合都市交通体系調査 

 ２ 調査主体：岡山市 

 ３ 調査圏域：岡山市 

 ４ 調査期間：平成 29 年度～平成 30 年度 

 ５ 調査概要： 

岡山市では、第六次総合計画で、これからのまちづくりの方向性として、「コ

ンパクトでネットワーク化された都市づくり」を位置づけている。これを推進

するため、岡山市総合交通計画策定調査検討会での議論を踏まえて、計画のコ

ンセプト及び目標に基づき、持続可能な公共交通を中心とした交通体系の将来

像を作成し、定量的な効果影響分析に基づく実効性の高い施策パッケージを位

置づけた総合交通計画の策定を行う。 



（様式－２ａ 調査概要）

Ⅰ 調査概要 

 １ 調査名称：岡山市総合都市交通体系調査 

 ２ 報告書目次 

1 章 業務概要 

１－１ 業務概要 

１－２ 実施体制 

１－３ 業務の目的 

１－４ 実施方針 

２章 交通ネットワークの将来像の作成 

２－１ 岡山市の現状と課題、将来見通し 

２－２ 既存調査・計画の情報整理と詳細分析 

２－３ 交通ネットワークの情報更新 

２－４ 交通実態調査 

２－５ 岡山市を取り巻く課題の整理 

２－６ 総合交通計画のコンセプトと計画の目標 

２－７ 岡山市を取り巻く課題と計画の目標の関係整理 

２－８ 交通体系の将来像 

２－９ 交通ネットワークの将来像 

３章 施策の実施プログラムの作成 

３－１ 施策パッケージの作成 

３－２ 施策の詳細設定及び実施コストの試算 

３－３ 施策の実施効果・影響分析 

３－４ 施策プログラムの策定 

３－５ 路線バス改善に向けた詳細実施計画の検討 

４章 総合交通計画の策定 

４－１ 計画書の作成 

４－２ 市民にわかりやすいパンフレットの作成 

４－３ 計画策定に向けた検討会及び説明会の開催支援 



４－４ パブリックコメントの実施 

５章 行政支援のあり方に関する検討 

５－１ 政令指定都市の都市交通政策への投資状況の調査 

５－２ 海外先進都市の都市交通政策への投資状況及び財源確保の取り組み事 

例の整理 

５－３ 岡山市の財源確保や投資のあり方に関する示唆 

資料編 

１ 交通実態調査結果・道路通行許可申請書 

２ 将来交通量推計関係図面 

３ アクセシビリティ算定結果 

４ 政令指定都市へのアンケート結果 

５ 検討会資料 

６ 作業部会資料 

７ パブリックコメント資料（計画書本編・パンフレット） 



（様式－２ｂ 調査概要）

 ３ 調査体制 

 ４ 委員会名簿等： 

＜委員＞ 

所属 氏名 検討会 部会 

岡山大学大学院環境生命科学研究科 
 教 授 

○   
阿部 宏史 

岡山理科大学経営学部経営学科 
 教 授 

○ ○ 
志野 敏夫 

岡山大学大学院環境生命科学研究科 
 准教授 

○ ○ 
橋本 成仁 

岡山大学大学院環境生命科学研究科 
 准教授 

  ○ 
氏原 岳人 

日本政策投資銀行岡山事務所 
 所 長 

○ ○ 
高橋 淳悦 

岡山市連合町内会 
 会 長 

○   
久世 英一 

岡山市連合町内会 
 副会長 

○   
多賀 克充 

岡山市障害者団体連合会 
 会 長 

○   
宮本 敏行 

岡山市総合交通計画策定調査検討会

（会長：岡山大学教授 阿部 宏史）

岡山市総合交通計画策定調査検討会・作業部会

（部会長：岡山大学准教授 橋本 成仁）

岡山市総合交通計画策定調査検討会・作業部会 事務局

（岡山市都市整備局交通政策課計画係）



岡山市連合婦人会 
 副会長 

○   
垪和 陽子 

西日本旅客鉄道株式会社岡山支社企画課 
 課 長 

○ ○ 
加藤 勇樹 

岡山電気軌道株式会社 
 代表取締役専務 

○ ○ 
礒野 省吾 

公益社団法人岡山県バス協会 
 専務理事 

○ ○ 
政森 毅 

一般社団法人岡山県タクシー協会 
 専務理事 

○ ○ 
石井 繁次 

岡山商工会議所 
 専務理事 

○ ○ 
高橋 邦彰 

公益社団法人おかやま観光ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ協会 
 専務理事 

○ ○ 
西 正尚 

岡山県警察本部交通部交通規制課 
 課 長 

○ ○ 
寳満 智彦 

国土交通省中国地方整備局岡山国道事務所 
 所 長 

○ ○ 
松野 栄明 

国土交通省中国運輸局岡山運輸支局 
 支局長 

○ ○ 
岡田 和史 

岡山市都市整備局 
 都市・交通・公園担当局長 

○ ○ 
栗田 泰正 

＜オブザーバー＞ 

所属 氏名 検討会 部会 

国土交通省中国地方整備局 
建政部都市・住宅整備課 

 課 長 
○   

辻野 満 

国土交通省中国運輸局 
交通政策部交通企画課 

 課 長 
○ 

北川 由佳 



（様式－３ａ 調査成果）

Ⅱ 調査成果 

 １ 調査目的 

岡山市では、第六次総合計画で、これからのまちづくりの方向性として、「コ

ンパクトでネットワーク化された都市づくり」を位置づけている。これを推進

するため、岡山市総合交通計画策定調査検討会での議論を踏まえて、計画のコ

ンセプト及び目標に基づき、持続可能な公共交通を中心とした交通体系の将来

像を作成し、定量的な効果影響分析に基づく実効性の高い施策パッケージを位

置づけた総合交通計画の策定を行う。 

 ２ 調査フロー 

交通ネットワークの将来像の作成 

・岡山市の現状と課題、将来見通し 

・既存調査・計画の情報整理と詳細分析 

・交通ネットワークの情報更新 

・交通実態調査 

・岡山市を取り巻く課題の整理 

・総合交通計画のコンセプトと計画の目標 

・岡山市を取り巻く課題と計画の目標の関係整理 

・交通体系の将来像 

・交通ネットワークの将来像 

施策の実施プログラムの作成 

・施策パッケージの作成 

・施策の詳細設定及び実施コストの試算 

・施策の実施効果・影響分析 

・施策プログラムの策定 

・路線バス改善に向けた詳細実施計画の検討 

行政支援のあり方に関する検討 

・政令指定都市の都市交通政策への投資状況の調査

・海外先進都市の都市交通政策への投資状況及び財

源確保の取り組み事例の整理 

・岡山市の財源確保や投資のあり方に関する示唆 

総合交通計画の策定 

・計画書の作成

・市民にわかりやすい

パンフレットの作成

・計画策定に向けた検討

会及び説明会の開催支

援

・パブリックコメントの

実施



 ３ 調査圏域図 



（様式－３ｂ 調査成果）

 ４ 調査成果 

■ 交通ネットワークの将来像の作成 









■ 施策の実施プログラムの作成 

施策パッケージ 施 策 
1‐1 鉄道の利便性向上

サービス水準の向上 
吉備線ＬＲＴ化 
新駅設置、運行本数増強 等 

駅関連施設のバリアフリー化 (乗降者数3千人/日以上) 

交通結節点機能の強化 

路面電車の岡山駅前広場乗り入れ(岡山駅東口広場の改良含む) 
路線バス・生活交通との接続
駅周辺整備 
・北長瀬駅、野々口駅、高島駅 等 

Ｐ＆Ｒ・Ｃ＆Ｒ駐車場の拡充

使いやすい運賃体系の構築 
高齢者割引の導入 等 

ICカード利用環境の拡大(ﾁｬｰｼﾞ機の充実含む) 
わかりやすい案内情報の構築 案内表示の拡充・多言語化 等 

1‐2 道路整備による生産性向上
渋滞緩和による道路の移動円滑化

ボトルネック交差点の改良
環状道路の整備
放射状道路の整備

広域交流の強化 (物流軸の強化) 地域高規格道路の整備 等 
災害に強い道路ネットワークの形成 緊急輸送道路上の橋梁等の耐震化

1‐3 バスの利便性向上

サービス水準の向上 

バス路線網の見える化
路線の再編・新設・増便 等 
バス停のバリアフリー化 
低床車両の台数増強
バスの待ち環境整備 

交通結節点機能の強化 
鉄道・生活交通との接続 
路面電車との接続強化
Ｐ＆ＢＲ駐車場、Ｃ＆ＢＲ駐車場の拡充

使いやすい運賃体系の構築 
乗り継ぎ割引、高齢者割引の導入 等 
ICカード利用環境の拡大(チャージ機の充実含む) 

わかりやすい案内情報の構築 
案内表示の拡充・多言語化 等 
ロケーションシステムの改善・拡充 

定時性・速達性の確保 

ボトルネック交差点の改良 【再】 
環状道路の整備 【再】 
放射状道路の整備 【再】 

バスレーンの強化・拡充 
PTPSの拡充 

新技術の活用に関する研究 自動運転等の新技術の活用に関する検討（超小型モビリティ含む） 







■ 総合交通計画の策定 





■ 行政支援のあり方に関する検討 


